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図 2−5　京都盆地各地区の 概念的断面図

な る （図中の c）。柑楽地区は，八 幡丘陵 と城陽東

の 丘陵地帯 に 挟 まれた地域 で あ り，木津 川 の 氾濫

原 と丘陵か らの 扇状地が河川 の 両側 に 広が る。沖

積相当層 の 層厚は 6m 以下 で 下位 の 洪積相当層 の

層厚が薄 くな り，そ の ト
．
に分布す る 大阪層群 相 当

層が ボーリ ン グデ ータで も見られ る の が特徴で あ

る （図中の d）。

　以上 京都盆地 の 浅部地質 の 概要を示 したが，

「新関西地盤 一京都盆地一6）
」 に，よ り地域的な特

徴 に つ い て 考察を行 っ て い る 。
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　 3．1　 は じめ に

　京都盆地 は南北 20km ，東西 10km 程度の 盆

地 で ある 。 周辺山地 は ， 主 に 砂岩 ・泥岩 ・チ ャ
ー

ト ・緑色岩 な ど の 丹波帯 中 ・古生層 と盆地 北 東方

に分布す る北 白川花崗岩か らな る 。 盆地縁 の 丘陵

地 は，大阪層群か らな り，東部 の 深草地域 と西 部

の 西山地域に分布す る 。

　京都盆地は表層部に砂礫層が 分布する こ とな ど

か ら，深部地盤 に 関す る地質学的情報は非常 に 希

薄で あ っ た 。 京都盆地周辺 の 丘陵地 に は大阪層群

の 海成粘⊥が 複数存在 して お り
1）　 ・2），京都盆地

地下 に も こ れ らの 地層群 の 存在 が考 え られ た 。 兵

庫県南部地震後に京都市や 他機関で実施 さ れ た活

断層調査や 「京都盆地 の 地下 構造 に関す る調査」
3）・4）・5）・6 ） な ど に よ り，京都盆地 の 深部地質 に関

す る多 くの 情報が得 られ た
了）

。 特 に ，反射法地震

探査 に よ る結果や，反射法地震探査測線 の 交点付

近 で 行 わ れ た 基盤岩 に 達す る基準ボ ー
リ ン グ （図

3−1） は有効 で あ っ た 。 こ れ ら の 結果 に 基づ き，京

都盆地 の 深部構造 に つ い て 紹介す る Q

　3，2　京都盆地 の 基準ボ
ー

リン グ

（1）KD −1 （鉾立公園ボー
リ ン グ）

　KD −1 ボ ーリ ン グ （図 3−2）は 京都市 南区 ヒ鳥羽

鉾立町鉾立公園 で 1999 年度 に 実 施 さ れ た。掘削

地点標高 21．Om ，掘削深度 350m で ある。

　 コ ア は 下位 よ り基盤 岩，大阪層 群相 当層，段丘

堆積物〜沖積層 か ら構成さ れ る 。 基盤岩 の ヒ面深

度 は 223 ．2　m で ，基盤岩は，卞に 頁岩，砂岩，チ ャ
ー

トか ら な る 。 P 波速度は 3．0〜5．5　km ／ sec に変化
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　　　　　　　　　　　　　図 3−1 反射法探査測線 と基準 ボ
ー

リ ン グ位置図
5）・7）

す るが，速 度低下部 は頁岩破砕部 に お お む ね 対応　　　　基盤岩と不整合 の 関係で ，未固結 の 粘土，砂 ，

して い る。 　　　　　　　　　　　　　　　　　　 砂礫の 互層が 重 な る 。
こ れ ら は t 丘 陵 に 分布 す る
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大阪層群に対応す る 。 大 阪層群 桐 当層 は深 度 37

m まで とされた 。 均質 ・硬質 の 粘土が周期的に は

さまれ る。コ ア の 色調 に よ る 肉眼判定 ，貝殻片や

黄鉄鉱 などの含有物調査か ら，5 層の 海成層が 認

め られ た 。 火山灰層 は 8 層確 認 さ れ ，深 rS　207．36−

207．88m （52　cm ）の 火山灰が ア ズ キ 火山灰 ，深

度 140．90m の 火 山灰 が 八 町 池 1火 山 灰 ，深 度

133．21m の 火山灰が 誓願寺 一
栂 火山 灰 に 対比 さ

れ た 。 こ の 結果，最 ド位か ら 4 層 の 海成粘土層 は

大阪地域 や京都盆地 周辺丘 陵 の 第 3 海 成粘土 層

（Ma 　3）か ら第 6 海成粘土層 （Ma 　6）に 対応 す る

こ と が 明 らか に な っ た 。 最上位 の 海成粘上 （深 度

63．03−68，70m ）は，花粉分析等 の デ ータ か ら Ma

9 相当と考え られ て い る。 弾性 波速度 は下 部 ほ ど

速 くな り，Vp 胃1．8−・2．O　km ／ sec で あ る。ま た，

粘土部分で 遅 く，砂層や砂礫層で 速 く，岩質と の

よ い 対応が み られ る 。

　そ の L位 の 段丘堆積物〜沖積層 は 砂礫，粘上混

じり砂礫，陸成粘土な どか らな る。

（2）KD −2 （二 条城ボーリ ン グ）

　KD −2 ボー
リ ン グ （図 3−3） は 京都市中京区二 条

城町の 二 条城北西角付近で 2000 年度 に 実施 さ れ

た。 掘削地点標高 40．Om ，掘削深度 350m で あ

る 。

　 コ ア の 層序 は 下位 よ り基盤岩，大阪層群相当層，

段丘堆積物〜沖積層 で あ る。 基盤岩 の 上 面深 度は

198 ．Om で ，主 に 頁岩 ， 砂岩 ，
チ ャ

ー トか ら な る 。

黒色頁岩が優勢で あ るが，深度 198− 233m はチ ャ
ー

トか らな る 。 上部の硬質 コ ァ 部の P 波速度平均値

は Vp ＝5．l　km ／sec で あ る 。
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図 3−3 二 条城 ボ ー 「丿ン グ （KD −2）の 地質柱状 図 お よ
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　基盤岩 の ト位 に 不整合で ， 未固結 の 粘土 ， 砂 ，

砂礫の 互層が堆積す る 。 これ ら は，Fi：vaに 分布す

る大阪層群に対応する Q 上位の段丘堆積物〜沖積

層 と の 境界 は 不明瞭 で あ る 。 KD −1 コ ア が 均質 ・

硬質 の 粘土 が周 期 的 に は さ まれ る の に 比 べ て ，

KD −2 コ ア は 淘汰 の 悪 い 扇状地 性堆積 物 と 推定 さ

れ る 粘 ：ヒ混 じり砂礫 が 80％ 以上 を 占 め る。コ ァ

の 色調に もとつ い た肉眼判定 ， 貝殻 片 や黄鉄鉱 な

ど の 含有物調査 か ら，3 層の 海成層が 確認 さ れ た 。

深度 155．80−160．07m （4．27m ） と深 度 182．21−

190 ．37m （8．16m ）の 粘土層 に は，大型 の カ キ 化

石が含 まれ て い る。また 火山灰 は 肉眼 で は確認 さ

れなか っ た。 結果として，こ の 3 層 の 海 成粘土 が

大阪地域や京都盆地周辺 丘陵 の ど の 海成 粘土 に 対

応す る か は こ の コ ア か ら は不明で あ る が ，反射法

地震探査 の 結果 を 含 め て ，最下位 の 海成層 が Ma5 ，

次 が Ma6 に 対応す る と考え られ る 。 こ の 区 間 の

弾性波速度 は，下部 ほ ど速 くな り，岩 質 と の おお

まか な 対応 が み られ る。弾性彼速 度と密度が KD −

1 に 比較 して 大 き く，大阪 層群相 当 層 の 土質 の 違

い が 表現 さ れ て い る。反射法探査 の 結果 も含 め て ，

KD −1 と KD −2 は図 3−4 の よ う に対比 さ れ る 。

　3．3　反射法地震探査か ら み た 基盤岩深度 ・
形

　 　 状 と堆積層構造

　反射法地震探査 は 京都盆地 の 地下構造調査
3）・4）．

5）・6）で は，8 測線 に つ い て 実施 され た （図 3−1）。

堀川
一
巨椋池測線 （19．6km ）， 丸太町測線 （7．38

km ），五 条測線 （5．59　km ），久 世橋測線 （10．5　k

m ）， hl条第 2 測線 （4，58 　km ）， 山科測線 （3．52　k

m ），外環状測線 （8．94km ），久 御山一八 幡 測線

（4．92km ）で あ る 。 震源は バ イ ブ レ ーターを用い ，

受震点間隔 20m ，発震点間隔 10m で 実施され た 。

　南北約 20km に わ た っ て 展開 さ れ た堀川 一巨

椋池測線 の 探査結 果 （口 絵 1） は，基盤岩 と 堆積

層 の 境界 が 明瞭 に 認 め られ た 。 基盤 岩上面深 度 は

測線南部の 巨椋池干拓地付近 で も っ と も深 く，

600−800m 程度 で あ る の に 対 し，北部 の CMP

3200 付近 （烏丸鞍馬口）で は ほ とん ど地表面直下

数十 m で あ り，南か ら北 へ 浅 くな る 傾 向が あ る 。

また中央 部 の 基盤 岩上面 に は 100m −200m 程度

223

50
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習

図 3−4KD −1とKD −2ボ
ー

リ ン グコ ァ の 対比
5）

の 起伏が あ る 。

　基盤岩を不整合に お お う堆積層 に は ，明瞭な 反

射面 が くりか え し存在 し，砂礫 ・砂 ・粘 土層 の 互

層 を 反映 して い る と考え られ る。KD −1，　KD −2 ボー

リン グ コ ア の 層序 との 対応か ら，反射測線上 で の

海成粘上層等の 分布を明 らか に で き た 。
こ れ らの

反射面は ほ とん ど水平で あ り，盆 地全体 と し て 南

北方向に は堆積層が ほ とん ど水平に連続 して お り，

全体的に わ ずか に 北 へ 傾斜 して い る こ と が 認 め ら

れ る 。 こ れ らの 堆積層の構造 と，基盤岩上面 と の

形状 は ほ とん ど無関係で あ り，基盤起伏 は 大阪 層

群堆積開始時に は す で に 存在 して い た もの で ある。

ま た，基盤岩上面 に 落差 を伴 う，明瞭な 堆積層変

形 が CMP 　700 地点 （宇治 川）で み られ，伏在断層

の 存在が 指摘 される 。

　西山丘陵か ら桃山丘陵まで 盆地を東西 に 横 切 る

久世橋測線で は，基盤岩深度は 測線中央部で 250−

300m 程度，　CMP 　1300 付近よ り東側 で 基盤岩上

面 の 起伏が大き くな り， 200m に 達す る 。 大阪層

N 工工
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群 の 海成粘土層層準が 明瞭に 追跡 さ れ る 。

　五条測線は，五条第 2 測線と併せ て ，盆地 の 東

西方向に お け る構造を示 して い る 。 基盤 岩深度は

七本松通 （CMP 　950）付近 で も っ と も深 く，350

m 程度で あ る 。 鴨川 か ら東に か け て 基盤岩の 変位

と そ れ に 伴 う堆積層 の 変形が数条認 め ら れ る 。 大

阪層群の 海成粘．上層層準が 明瞭に追跡で き る 。

　丸太町測線 は，盆地北部 の 東側 の 構造 を 明 ら か

に した。基盤 岩深 度 は堀 川通 り付近 で 最 も深 く

280m 程度 と推測 さ れ る
。 基盤上面 は比 較的緩や

か に 測線 の 両側 に向か っ て 浅 く な る傾向が あ る 。

こ の 測線で み られ る堆積層中の 反射面 の 連続 は ，

他 の 測線 と比較 して 明瞭で な い
。

こ の こ と は，

KD −2 コ ア で み られ た 砂礫卓越の 地層で ， 明瞭な

反射面を形成す る粘土層 を多 く含ま な い 地層 が 測

線全体に わ た っ て ひ ろが っ て い る こ と を 示唆 し て

い る 。

　反射法探査 8 測線 か ら推定 された京都盆地の 地

0

一200

　 　 　 綱

山科測線

e　　 1　　 2（km）

韓 擁（E ）

図 3−5　反射法探査 で 推定 さ れ た 京都盆地 の 地下構造
6）
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下構造 を図 3−5 に 示す。

　 3，4　 まと め

　京都 盆 地 中部 の 2 地点で 基盤岩 に 到達す る ボ
ー

リ ン グ （KD −1 お よ び KD −2）が 実施さ れ ， 京都盆

地 に 堆積 した 地層群 の 概 要 が 明 ら か に さ れ た 。

KD −1 （鉾立公園 ボー
リン グ ）で は 223　m で ，　 KD ・

2 （二 条城ボ ーリ ン グ）で は 198m で 基 盤岩 に 到

達 した 。 基盤岩 は丹波層群 の チ ャ
ー

ト ・頁岩 ・砂

岩か ら な る 。 盆地深部の 堆積層は，大阪層群 の 砂 ・

粘土 ・礫層 と，段 丘堆積層 の 砂礫 層 で あ る。南 部

の KD −1 で は，砂や 粘土が 優勢な地層が存在 し，

北部の KD −2 で は，砂礫 が 優勢 で あ る 。 大阪層群

の 対比基準 とな る 火山灰層 （ア ズ キ，八 町池，栂）

が 発見さ れ ， 海成粘一ヒ層 （Ma 　3〜Ma 　6，　Ma 　9） が

識別 さ れ た 。 ま た，反射法探査断面 （堀 川
一

巨椋

池測線）に お け る反射面の連続性か ら， 2 地点 間

の 対比が可能 に な った 。 全体 と し て ，宇治川よ り

北 の 大阪層群 は 北側 に 傾斜 し て い る こ とが明 らか

に な っ た 。 2 地点 の ボー
リン グで 確認 さ れ た大阪

層群 の 最 下位 の 層準 は Ma 　3 で あ っ た 。 北部 の

KD −2 で 発見 された カ キ 化石層 （Ma 　5，　 Ma 　6 相当

層に含ま れ る）か ら海進期の 海域 の 範 囲 が 確 認 さ

れ た 。 ま た，宇治川付近 に 伏在断 層 の 存在 が確認

され た 。 な お，京都盆地 で は，調査最終年度 に 巨

椋池地区 で 基盤岩 に 達す る ボ ーリ ン グが実施され，

現在解析中 で ある。
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4 ．京 都 盆 地 東 南部 の 地 下 に 分 布 す る

　MalO 海成粘土 層に つ い て

　　　　　　　　　　　　　　　　　藤原重彦
‘

　4．1　 は じめ に

　海成粘一L層は そ の 連続性が良好 で ある こ とか ら，

い わゆ る鍵層の役割を果 し， 地層の 年代を推定す

る 上 で 重要 で あ る 。 京都市は京都盆地 の 深部構造

を明 らか に するた め t 盆地内で 多 くの 反射法地震

探査を実施 し，基盤岩 に 達 す る 2 本 の 深層 ボ ーリ

ン グを行 っ た
D ・2）・3）。盆地の 中央やや南東寄 りで

行わ れ た，KD −1 ボーリ ン グ に お い て は Ma 　3，4，

5，6 の 海成粘土層 の 他 に，深度 66m 付近 に Ma 　9

層 が 発見 さ れ た 。

　反射法地震探 査 に よ れ ば ，Ma 　9 層 は 京都盆地

の 地下 に 広範囲 に 分布 し，盆地中央北寄 り で 行な

われた KD −2 ボー
リ ン グ に お い て は深 度 88m 付

近 に 確 認 さ れ て い る。

　今i旦L 既存の ボ
ー

リ ン グ調査結 果，花 粉分 析及

び ボ ー iJ ン グ調査 で 採取 さ れ た 貝化石等を整理 し，

反射法地震探査の 久世橋測線に投影す る こ とに よ

り，Ma 　9 層 の 1：位 に Ma 　lO 層 と 推定 され る海成

粘土層 が 存在す る可能性 が 高 い こ と が 判明 し た 。

Ma 　10 層 の 存在は京都盆地地下 の 地質構造 の 解明

1．z，重要 と考 え られ る の で そ の 概 要 に つ い て 紹介

す る 。

　4．2　海成粘土層 の 分布に つ い て

（1）地下鉄烏丸線ボ ー
リン グ

　田村ほ か
4） は 地下鉄烏丸線建設前 に 行わ れ た

調査 ボ ー
リン グ の 柱 状図 を 利用 し，地質断 面図 を

作成 し，
そ の 時採取され た 試料 を 利用 し て 花粉分

布 を行 っ た （図 4−1）。 花粉分布 の 結 果 は 大 部分 が

寒冷 な もの で あ っ た が，鴨川 を 横切 る 付近 の t 一

リ ン グ No ．12，　 No ．15 孔 の 深度 42〜45　m 付近 に

お い て の み ブ ナ 属 が 多 く比較的温暖 で あ った 。 ま

た こ の 粘土層 の
一

部が海成粘土 の 様相を して い た

“
　  キ ン キ 地 質 セ ン タ

ー
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